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評価項⽬  A B C D 

① 
先⾏研
究を踏
まえ、 
かつ 

⼗分に
理解し
ている 

研究の背景 

研究テーマに沿った先
⾏研究の選択が的確で
あり、引⽤や参照の仕
⽅も過不⾜なく、研究
知⾒や課題について適
切なレビューが⾏われ
ている。 

先⾏研究の選択が概ね
妥当であり、引⽤や参
照の仕⽅、研究知⾒や
課題についてのレビュ
ーが、概ね適切である。 

先⾏研究の選択、引⽤
や参照の仕⽅、研究知
⾒や課題のレビューに
改善すべき点がある。 

先⾏研究を⽰そうとし
ているものの、引⽤や
参照の仕⽅、研究知⾒
や課題のレビューが不
適切であり、出典が明
らかでない引⽤も⾒ら
れる。 

研究⽅法 
及び⼿続き 

研究⽅法及び⼿続に関
する先⾏研究の選択が
的確であり、引⽤や参
照の仕⽅も過不⾜なく
適切である。 

先⾏研究の選択が概ね
妥当であり、引⽤や参
照の仕⽅が概ね適切で
ある。 

先⾏研究の選択、引⽤
や参照の仕⽅に改善す
べき点がある。 

先⾏研究を⽰そうとし
ているものの、引⽤や
参照の仕⽅が不適切で
あり、出典が明らかで
ない引⽤も⾒られる。 

研究結果の
考察 

結果の解釈の裏づけと
して的確な先⾏研究を
選択しており、引⽤や
参照の仕⽅も過不⾜な
く適切である。 

結果の解釈の裏づけと
して概ね妥当な先⾏研
究を選択しており、引
⽤や参照の仕⽅も概ね
適切である。 

結果の解釈の裏づけと
し て の 先 ⾏ 研 究 の 選
択、引⽤や参照の仕⽅
に 改 善 す べ き 点 が あ
る。 

結果の解釈の裏づけと
して先⾏研究を⽰そう
としているものの、引
⽤や参照の仕⽅が不適
切であり、出典が明ら
かでない引⽤も⾒られ
る。 

② 
論⽂と
して 

適切な
形式を
備えて
いる 

研究の背景
と⽬的 

背景となる先⾏研究に
関するレビューに基づ
いて、妥当な研究の⽬
的⼜は仮説が導かれて
いる。 

背景となる先⾏研究に
関するレビューに基づ
いて、概ね妥当な研究
の⽬的⼜は仮説が導か
れている。 

先⾏研究上の課題と当
該研究の⽬的⼜は仮説
とのつながりに関する
記述に不⼗分な点がや
や⽬⽴つ。 

先⾏研究上の課題と当
該研究の⽬的⼜は仮説
とのつながりに関する
記述が不⼗分である。 

研究⽅法の
適切性 

対象者の選定、測度や
刺 激 等 の 選 択 ⼜ は 作
成、データ取得⼿続き
が 適 切 に ⾏ わ れ て い
る。 

対象者の選定、測度や
刺 激 等 の 選 択 ⼜ は 作
成、データ取得⼿続き
が概ね適切に⾏われて
いる。 

対象者の選定、測度や
刺 激 等 の 選 択 ⼜ は 作
成、データ取得⼿続き
の客観性⼜は合理性に
不⼗分な点がやや⽬⽴
つ。 

対象者の選定、測度や
刺 激 等 の 選 択 ⼜ は 作
成、データ取得⼿続き
に客観性⼜は合理性に
⽋ける。 

研究⽅法の
追試可能性 

当該研究で⽤いられた
⽅法を読めば、追試で
きるように詳細に記述
されている。 

当該研究で⽤いられた
⽅法を読めば、概ね追
試できるように記述さ
れている。 

当該研究で⽤いられた
⽅法を読んでも、追試
できない部分が散⾒さ
れる。 

当該研究で⽤いられた
⽅法を読んでも、全体
的に追試困難な記述と
なっている。 

研究結果の
分析 

研究⽬的⼜は仮説を検
証するために適切な統
計的検定やデータの整
理⽅法を⽤いて、デー
タの分析が⾏われてい
る。 

研究⽬的⼜は仮説を検
証するために概ね適切
な統計的検定やデータ
の整理⽅法を⽤いて、
データの分析が⾏われ
ている。 

研究⽬的⼜は仮説を検
証するためのデータの
分析に、改善すべき点
がやや⽬⽴つ。 

研究⽬的⼜は仮説を検
証するためのデータの
分析が不⼗分である。 

研究結果の
提⽰ 

データの分析結果に基
づいて、適切な統計値
やわかりやすい図表が
提⽰されている。 

データの分析結果に基
づいて、概ね適切な統
計値やわかりやすい図
表が提⽰されている。 

統計値や図表の提⽰に
改善すべき点がやや⽬
⽴つ。 

統計値や図表の提⽰が
不⼗分である。 

研究結果の
考察 

研究の⽬的⼜は仮説に
基づいて、得られた結
果をもれなく考察し、
適切に結論が導かれて
いる。 

研究の⽬的⼜は仮説に
基づいて、得られた結
果を考察し、概ね適切
な 結 論 が 導 か れ て い
る。 

研究の⽬的⼜は仮説に
基づいて、得られた結
果を考察しているもの
の、不⼗分な点がやや
⽬⽴つ。 

研究の⽬的⼜は仮説に
基づいた結果の考察が
不⼗分である。 

研究の課題
と展望 

先⾏研究を踏まえて他
の 解 釈 可 能 性 に ⾔ 及
し、研究の課題と展望
が明確に述べられてい
る。 

先⾏研究の参照は⼗分
ではないものの、他の
解釈可能性に⾔及し、
研究の課題と展望が概
ね明確に述べられてい
る。 

研究の課題と展望につ
いての⾔及に不⼗分な
点がやや⽬⽴つ。 

研究の課題と展望につ
いての⾔及が不⼗分で
ある。 

引⽤⽂献 
リスト 

指定書式によって、適
切に作成されている。 

指定書式によって、概
ね適切に作成されてい
る。 

改善すべき点がやや⽬
⽴つ。 

全体的に体裁が整って
いない。 

③ 
独創性
が認め
られる 

着眼点や⽅
法論等にお
ける独創性 

従 来 の 研 究 と ⽐ 較 し
て、当該研究の着眼点
や⽅法論等が、⾼い独
創性を有すると認めら
れる。 

従来の研究に類似する
ものがないわけではな
いが、当該研究の着眼
点や⽅法論等が、⼀定
の独創性を有すると認
められる。 

独 創 的 と は ⾔ い 難 い
が、有意義な知⾒や発
⾒を提供すると認めら
れる。 

同様のテーマの先⾏研
究をつなぎ合わせたよ
うな内容で、独創性が
認められない。 



④ 
論点が
明確で
あり、
論述が
論理的
である 

基本的な 
記述 

誤字や脱字、⽂法上の
誤りがなく、端的で読
みやすい⽂章で記述さ
れている。 

誤字や脱字、⽂法上の
誤りが少なく、概ね端
的で読みやすい⽂章で
記述されている。 

誤字や脱字、主語と述
語が対応していないな
どの⽂法上の誤りが散
⾒され、⽂章がやや冗
⻑である。 

誤字や脱字、主語と述
語が対応していないな
どの⽂法上の誤り、冗
⻑な⽂章が⽬⽴ち、推
敲が不⼗分である。 

客観的な 
表現 

客観的な表現で記述さ
れている。 

概ね客観的な表現で記
述されている。 

主観的で根拠に乏しい
記述が散⾒される。 

主観的で根拠に乏しい
記述が多い。 

論展開の 
過程 

適切に章⽴てが⾏われ
ており、結論に⾄るま
での過程がわかりやす
い。 

章 ⽴ て が ⾏ わ れ て お
り、結論に⾄るまでの
過程が概ねわかりやす
い。 

章⽴てが⾏われている
ものの、結論に⾄るま
での過程が不明瞭であ
る。 

結論に⾄るまでの過程
をたどることができな
い。 

論旨の 
⼀貫性 

全体として論旨が⼀貫
しており、論理に⾶躍
がない。 

⼀部で論理の⾶躍がみ
られるものの、全体と
して概ね論旨が⼀貫し
ている。 

論理の⾶躍及び論旨の
逸脱がやや⽬⽴つ。 

論理の⾶躍が多く、論
旨の⼀貫性に乏しい。 

⑤ 
学際的
あるい

は 
国際的
関⼼が
⽰され
ている 

学際性： 
知⾒の実⽤
⼜は応⽤可

能性等 

当該研究によって期待
されるあるいは得られ
た 知 ⾒ の実⽤ 可 能 性
（臨床的意義等）⼜は
応⽤可能性（他の研究
への発展性等）につい
て、論理的に述べられ
ている。 

当該研究によって期待
されるあるいは得られ
た 知 ⾒ の実⽤ 可 能 性
（臨床的意義等）⼜は
応⽤可能性（他の研究
への発展性等）につい
て、⼀定の関⼼が述べ
られている。 

当該研究によって期待
されるあるいは得られ
た 知 ⾒ の実⽤ 可 能 性
（臨床的意義等）⼜は
応⽤可能性（他の研究
への発展性等）につい
て、やや視野が狭く発
展性への⾔及に不⼗分
な点がある。 

当該研究によって期待
されるあるいは得られ
た 知 ⾒ の実⽤ 可 能 性
（臨床的意義等）⼜は
応⽤可能性（他の研究
への発展性等）につい
て、独断的な⾔及に終
始し、客観的な発展性
が認められない。 

国際性： 
国内外の研
究動向への

関⼼ 

国内外の研究動向（研
究知⾒）を踏まえなが
ら、過不⾜なく論が展
開されている。 

国内外の研究動向（研
究知⾒）を概ね踏まえ
ながら、論が展開され
ている。 

国内外の研究動向（研
究知⾒）への関⼼にや
や偏りがある。 

国内の研究動向への関
⼼に偏っており、海外
の研究動向等への関⼼
が希薄である。 

⑥「広島修道⼤学に
おける研究者の⾏動
規範」を遵守してい
る。 

遵守していると認めら
れる。 

  
遵守しているとは認め
られない。 

 


